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第13回難病患者・障害者と家族の

クリスマスパーティーヘのおさそい

日

　

時

　

１２月７日（日）

　

１３ ： 0 0~l 5 ：３０

（１２へ：１５～受付）

会

　

場：音更町ふれあい交流館「すずらんど」

　　　　　

音更町希望が丘５－１０（ＴｅＬ４２－6600）

参加費：ひとり５００円（小学生以上）

　　　　　

．’

　　　　　

（ケーキ、飲み物付）プレゼントもあります．．

大きな声で「うた」をうたい、

　　　　　

‥

　　

「ゲーム」で笑って

　　　　　　　　　　

ケ

　　　

「よさこいソーラン」をみんなで踊りましょう。

申込締切

　

：

　

１１月２８日（金）

申込先：難病連音更支部事務局

　

( Tel. FAX

主

　

催：（財）北海道難病連音更支部

共

　

催：

　

クリスマス実行委員会

　　　　

※ボランティア、介助の方います。
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日本患者家族団体協議会(ＪＰＣ)

　　　　　　

国会請願街頭署名活動終わる

　　　　　

10月５日、澄んだ秋空の下、町内の｢産業まつり｣会場で、ＪＰＣ署名活動を行いました。

　　　　　

多くの町民で賑わっている中、大きな声を出してのお願いに足を止めて、｢私も難病な

　　　　　

の｣、｢家族が難病で｣と、進んで署名してくれる人がいれば、「俺も難病なんだ｣と難病談義を

　　　　　

しつっも通り過ぎる人もいました。

　　　　　

疲れて、呼びかけの声が出ない時は、正直なもめで、人はスーツと避けていきました。署

●

　　　

名活動をする時は、天候や、自らの体調等を考慮しつつ、無理のない状態でするのが、。。

　　　　　

安全で長く続けることにつながると思いました。

　　　　　

それでも、２時間の署名活動に、多くの人に署名していただき、募金に協力しT哺抑ハま一一

　

－

　　　　　

した。会場は、お年寄りの方も多く集まるので、椅子を用意し、テーブルの上には老眼鏡

　　　　　

(度数の違うもの3種類)、大きめの募金箱を置きました。

　　　　　

募金箱が少し大き過ぎたのか。目が募金箱にいくと、署名を避ける人もいましたが、進ん

　　　　　

で募金してくれる人も多かったです。

　　　　　

多くの人に、難病があること、難病患者組織があることを知ってもらう機会には、なったと
●

　　　

思います。

鋤匹叡役員ダ人レ署ふ紅灯筆、募金７/吋円

打正昌飾ク販光にン協ノリL

珍ヽ年も財政遥勤として抄正印飾坤遥大礼服ザ府け

き寸．ご協刀いに匠するゐににに寺ラン乞札付Ｔ・
申し込砂締切り

　

/ユ月ク日ぐぶ）

申し込沙几ご……難病連音大支命汗ﾚ斤レ/引ズ
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雍痛も看孝悦の交光公社を

　

／絹/ｦ日(日丿八東コミ杷ン対皆原修凱こ可紗痛感

私旅の炎炎教を問催七琵沁竺丿白は本員玉串ﾚ憎ﾃﾞ

ﾉぐ戸一角､暦髄小極変:性庭ﾌﾛｰﾝ為、へ二デ乙肩衝、あ拉

う良心旅烏の飼犬１.守う会(心反会)、皐斧廟､腎対聯久

託死骸ﾗﾝﾔｱ乙回八蛸短心心人､そして帯ふ妹建所の

牡イ糾獅をに膏更町介護支枝こン八磋球斗嶮姉

さんこ合訂ｚ２人の参加毛ごし仄､ｲ呆健師才ん方には々

ゼドれケ奔内怒気胎し又もい吋）アドノロネ亙後叶ご

牡訊玉づ石そな詫し合に乙なり六失槽関ザ医秀貴

閑の旅りっ鵬､内部障吉着の泉郵恥鵬題ノ匹ヵヽ頌和

尺囃弗庖岸制及･り手紙エの間題札等時原力づ已り令舷

膳２し開題急識芝もマ俳かぎれてろカダ今く礼うけられ

きし瓦．今回無加敗米ｽ糾っ尺人もノ欠回トぼ是非参加

ツ下さい．

　

雪の使りが聞こえてくる蚕節｀乙首班した。

町油植上､貼の記争にこれかう需要期なのに

じうしてく耽るの乙思ヽい及びら読砂乏し氏。ご

　

/こ日にインフッエンダの伴種瓦就けます。寒之対策

刀圭にして、づ可とか風邪瓦クか影にこの冬包のり

さリ昌いろのごｙ・

川スくスノ白駒に店長＜さんのご参力p左ノ

　　　　　　

･･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（昿ぐ）

　　

H.S K・なんれん　おとふけ

編集人（財）北海道難病連音更支部木久保龍雄

　　　　

音更町

　　　　　

昭和48年1月１３日第3種郵便物脈可

　　　　

＼２００３年11月10日発行.通巻第３８０号ニー－ダ

発行人北海道身体障害者団体定期刊行物協会細川久美子

　　　

札幌市西区八軒8条東５丁目4-18
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